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はじめに
　英語学には、英語の言語学研究から英語史、英文学まで幅広い領域が含ま
れるが、本稿では英語の言語的特徴を探求する学問領域に焦点を当てる。日
常的な言語の使用から、抽象的な言語の規則性まで、言語の諸相は多様であ
り、英語学あるいは言語学という学問で扱う対象を、いかに定義すべきかは、
これまで言語学者たちの間で様々な見解が示されてきた。本稿では、まず主
要な言語学者が著した言語学の諸相について簡潔に述べ、次にここ20年の日
本の英語学の変遷について考察する。
1 ．言語学の諸相
　およそ100年前、言語学という学問の創成期に、ソシュールは言語の総体
を「ランガージュ」と呼び、それに含まれる 2 つの要素として、個人の言語
行為を指す「パロール」と、共同体が共有する言語体系としての「ラング」
を区別した (ソシュール & 町田健（訳）, 1916 [2016], pp. 32-34)。「ラング」
を言語研究の中心とし、文字表記と発音を切り離すことで、「記号」として
の言語の性質に着目し、「概念（シニフィエ）」と「聴覚映像（シニフィアン）」
との恣意性を説いた。記号学の観点から、音素や形態素など言語の共時的・
通時的変化を詳細に描写することで、記号としての言語の不変性と可変性の
両面を明らかにし、構造言語学の潮流をつくり出した。
　その流れを引き継ぎつつ、ヤーコブソン (ヤーコブソン & 川本茂雄（監修）, 
1963 [1973]) は、人類学の視点を取り入れ、音韻や文法研究において、新た
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な定義をつけ加えた。動詞分類を「参加者（発話者、受信者、行為者、被行
為者）」との関係に照らし合わせ、再定義を試み (ibid., p.154) 、また言語の
性質と失語症の関係 (ibid., pp.21-44) や、詩の音韻、形態、語彙を言語学の
視点から分析する研究 (ibid., pp.183-221) など、言語学の範疇を広げていく。
また同時期に、チョムスキーが生成文法理論 (Chomsky, 1965) を確立し、統
語論研究に大きな影響を与えることとなる。1980年代初めに出版されたボリ
ンジャーのAspects of Language (Bolinger & Sears, 1981) では、上記の言
語観を反映し、音韻論、音声学、形態論、生成文法、意味論について述べ、
さらに認知言語学や言語習得、社会言語学の領域である様々な英語にも言及
している。
　ハリディ (Halliday, 1978) は、これらの多様な言語の諸相を俯瞰した、言
語研究の概念図を描いている（図 1 ）。ハリディの概念図では、まず中央に
「システムとしての言語（language as system）」が配置され、音韻論、形態
論、意味論、統語論の要素が書き添えられている。その三角形の底辺の両端
には、「知識としての言語（language as knowledge）」と「行為としての言
語（language as behaviour）」が示されている。前者は、心理学と境界を接
する、言語の生産と理解を含む認知的な側面であり、心理言語学へとつながり、
後者は、社会学・社会人類学に関連し、社会における言語の機能と行為を対
象とする社会言語学へとつながっている。「システムとしての言語（language 
as system）」と「行為としての言語（language as behaviour）」の間には、
「言語の（地域的・社会的）多様性（language varieties）」が、「システム
としての言語（language as system）」と「知識としての言語（language as 
knowledge）」の間には、「音声学（phonetics）」が、それぞれ配置されている。
　さらに、「システムとしての言語（language as system）」の上には、文学
へとつながる「芸術としての言語（language as art）」が、左上には語族研
究や歴史言語学へとつながる「言語変化（language change）」が示されて
いる。ハリディは、チョムスキーの生成文法 (Chomsky, 1965) とバーンスタ
インの社会言語学理論 (2003[1971]) を、相互に補完可能な言語研究の要素と
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捉え、その上で社会記号学（social semiotics）の視点から、機能文法（systemic 
functional grammar）の理論を確立する。ハリディの言語観、特に「システ
ムとしての言語」、「知識としての言語」、「行為としての言語」という分類を
もとに、次節にて日本の英語学の諸相について考察する。
図 1 ：言語の諸相 （Halliday, 1978, p.11）
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2 ．日本の英語学の変遷
　日本で英語学がどのように受け止められ、広められてきたのか。ここ20年
程の間に出版された、以下の 5 つの大学生向け英語学入門書を取り上げ、そ
の中で扱われている内容を比較し、その変遷を追うことにする。
⃝ 1995初版 ファンダメンタル英語学 (中島平三, 2011[1995])
⃝ 2001初版 英語学入門 (安藤貞夫,  澤田治美, 2012 [2001])
⃝  2003初版 英語言語学の第一歩 (影山太郎, ブレンド・デ・シェン, 日比
谷潤子, ドナ・タツキ, 2015 [2003])
⃝ 2013初版 日英対照 英語学の基礎 (三原健一, 高見健一, 2013)
⃝ 2016初版 ベーシック 新しい英語学概論 (平賀正子, 2016)
　対象とした 5 つの英語学入門書が、ハリディの分類による「システムとし
ての言語」、「知識としての言語」、「行為としての言語」のどの項目を網羅し
ているかを調べた結果を、表 1 に示した。中島 (2011[1995]) では、「システ
ムとしての言語」にあたる、統語論、形態論、音韻論、意味論を網羅し、そ
の傾向はその後も続いている。2001年初版の安藤・澤田 (2012 [2001])からは、
上記の学問分野に加え、「行為としての言語」にあたる語用論が追加され、
2003初版の影山他 (2015 [2003]) 、三原・高見 (2013) では、社会言語学や認
知言語学が含まれている。平賀 (2016) では、従来の入門書とはやや異なり、「シ
ステムとしての言語」に分類される生成文法や形態論が含まれず、語用論や
談話分析、異文化コミュニケーションなど、「行為としての言語」に分類さ
れる要素に重点が置かれている。それぞれの項目内容について、さらに詳し
くみていこう。
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（ 1）システムとしての言語：生成文法と機能文法
　対象とした英語学入門書のほぼ全てで、生成文法が扱われている。名詞や
動詞などの統語範疇や句構造・文構造の説明、樹形図（tree diagram）とＤ
構造からS構造への変形操作について解説されている（例 1 参照）。
 例 1 ）
 Ｄ構造　[CP [IP Past [VP they see what]]]
 S構造　[CP What did [IP they _ [VP _ see _ ]]]
 (中島, 2011[1995], p.37より抜粋)
　また2001年初版の安藤・澤田 (2012 [2001]) 以降の入門書では、生成文法に
加え、扱いの程度の差はあるが、機能文法についても触れられている。表 1
では、明確に機能文法と述べられていないが、その内容に触れている場合、
表 1 ：英語学の範疇
1995初版
中島
2001初版
安藤・澤田
2003初版
影山他
2013初版
三原・高見
2016初版
平賀
システム
としての
言語
生成文法 ○ ○ ○ ○
機能文法 (○) (○) ○ ○
形態論 ○ ○ ○ ○
音韻論 ○ ○ ○ ○ ○
意味論 ○ ○ ○ ○ ○
行為とし
ての言語
語用論 ○ ○ ○ ○
談話分析 ○
社会言語学 ○ ○
異文化コミュニケー
ション ○
非言語コミュニケー
ション ○
世界諸英語 ○ ○
共通語としての英語 ○
知識とし
ての言語
認知言語学 ○ ○ ○
心理言語学 ○
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括弧を付与している。扱われている内容としては、文の情報構造に関するも
のが多く、既知の旧情報と未知の新情報の文中の配置について解説している。
たとえば例 2 では、旧情報から新情報へと配置されているaが、より自然で
あるとされる。
 例 2 ）
 When did John come home?
 a. He came home yesterday.
 b. Yesterday he came home.
 (安藤・澤田, 2012[2001], p.215)
　平賀 (2016) は、他の入門書と異なり生成文法の記述がなく、ハリディの
機能文法を扱うことを明示している点が特徴的である。たとえば、機能文
法の分類である、心理的主語（psychological subject, theme）、文法的主語
（grammatical subject, subject）、論理的主語（logical subject, actor） (Halliday, 
2004, p. 57) について、例 3 を挙げて解説している。
 例 3 ）
 象は鼻が長い。[象＝theme, 鼻=subject]
 An elephant has a long trunk. [象＝theme, subject, actor]
 (平賀, 2016, p.174より抜粋)
　例 3 では、日本語の文では「象」が心理的主語、「鼻」が文法的主語とな
るのに対し、英語では「an elephant」が心理的主語、文法的主語、論理的
主語のすべてを兼ね、それぞれの主語が一致していることを指摘し、日本語
と英語の構文の異なる特徴を説明している。
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（ 2）知識としての言語：心理言語学・認知言語学
　いくつかの英語学入門書では、心理言語学・認知言語学の領域についても
触れている。中島 (1995) では、本の最後に新しい領域として認知言語学の
概要を簡潔に述べるに留めているが、影山他 (2015[2003]) では、心理言語学
という章を設け、幼児の母語習得、特に音韻、形態素、文法の習得過程と、
チョムスキーの言語習得理論について解説している。
　三原・高見 (2013) と平賀 (2016) では、認知言語学、特に認知意味論につ
いて、カテゴリー化やメタファーなどを取り上げ解説している。
 例 4 ）
 書家、画家、作家、政治家
 作者、著者、走者、打者、研究者
 話し手、書き手、語り手、送り手、受け手
 バッター、ランナー、ドライバー、ボクサー
 (三原・高見, 2013, p.151より抜粋)
　たとえば例 4 では、「～家、～者、～手、-er」が表す概念は、類似した意
味を持つ同義性の関連カテゴリーとして分類できることを示し、言語の意味
と認知能力としてのカテゴリー化能力について説明をしている。
（ 3）行為としての言語：語用論・社会言語学
　語用論も、多くの英語学入門書で取り上げられている学問領域の一つであ
る。安藤・澤田（2012 [2001])以降の入門書では、語用論の章にて、直示（deixis）、
発話行為論（Speech Act Theory）(Austin, 1962)、協調の原理（Cooperative 
Principle）(Grice, 1975) の 3 つを取り上げ、詳細な解説を加えている。影山
他 (2003) も同様に、発話行為論、協調の原理について説明をし、さらにリー
チのポライトネス理論 (Leech, 1983) にも言及している。三原・高見 (2013) は、
上記とは異なり、認知語用論の関連性理論 (Relevance Theory) (Sperber & 
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Wilson, 1986) を取り上げ、表意や推意、手続き的情報などについて、詳細
に述べている。
　平賀 (2016) も、影山他 (2003) のように、発話行為論、協調の原理に加え、
ポライトネス理論を取り上げているが、ブラウンとレヴィンソンの理論 (Brown 
& Levinson, 1987) を採用している。さらに、談話研究の領域であるサック
スらの会話分析 (Sacks, Schegloff, & Jefferson, 1974) 、ガンパースの談話フ
レーム (Gumperz, 1982) や、異文化コミュニケーションの領域であるホール
の文化モデル (Hall, 1976) などにも言及している。
　また社会言語学の領域では、言語の多様性に関して、影山他 (2003) は、
地域的・社会的な言語バリエーションの差異について、音韻・語彙・文法な
どの観点から解説をし、さらにインド英語やシンガポール英語などを英語変
種として捉える世界諸英語（World Englishes）の概念も取り上げている（図
2 ）。この傾向は、平賀 (2016) にも見られ、地域的・社会的な言語バリエーショ
ン、世界諸英語に加え、さらに比較的新しい概念である共通語としての英語
（ELF, English as a Lingua Franca）についても紹介している。
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図 2 ：World Englishes (McArthur, 1987, 影山他2003, p.115より引用)
　平賀 (2016) の音韻論の章では、共通語としての英語のわかりやすさ
（intelligibility）を維持するために必要な要素として、ジェンキンスが提唱
したリンガフランカ・コア（Lingua Franca Core）にも言及している (Jenkins, 
2000, p. 159) 。その定義では、/ϑ/ と /ð/ 以外の子音や母音の長さは、わか
りやすさを保つために不可欠な要素とされるが、弱形や母音の省略などは、
リンガフランカ・コアに含まれないとされる。昨今の共通語としての英語
研究では、ELFを英語の変種ではなく、言語使用の過程と捉え (Seidlhofer, 
2009) 、言語に関する知識（linguistic competence）よりも、有効にコミュニケー
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ションを行う能力（lingual capability）を重視する (Widdowson, 2012) 。そ
の概念は、英語教育においても注目されつつある。
おわりに
　言語学の範疇は、時とともに他の諸科学との境界へと広がり、学問を深化
させてきた。それに呼応するように、日本の英語学も、「システムとしての言語」
から「行為としての言語」へと、その範疇を広げつつある。さらに平賀 (2016) 
では、ジェスチャーなどの非言語コミュニケーションも英語学の一領域とし
て取り上げている。マルチモーダルな行為をも言語学、英語学の範疇とする
可能性を示唆していることを、最後に付け加えておきたい。
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